
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未 来 へ の 一 歩 
～Let’s create the future together～ 

発行：兵庫県立播磨特別支援学校 

第０６２号 

発行日：R4.7.1 

はりゴン 

 ５月１９日（木）、神戸新聞社の新聞記者で NIE 推進協議会事務局
長の三好正文様による授業、「はじめての新聞－新聞記者に聞く新聞
の読み方」を受けました。 
 スポーツ選手や芸能人など生徒の興味関心をひく記事を使いなが
ら、新聞の読み方や特長、新聞ができるまでの舞台裏、新聞の役割な
ど幅広い知識をかみ砕いて教えてくださいました。記事の基本である
「５Ｗ１Ｈ」の意味に反応よく答えたり、この日の朝刊にウクライナ
の記事が何本出てくるかを協力して探したり、芸能人の結婚の記事を
読んで、思い思いにつけた見出しを発表し合ったりと、笑いを交えて
テンポよく」進む授業に生徒も先生も引き込まれていました。 
生徒の感想として、「読者に新聞が届くまで多くの人が関わって、

細々とした部分までこだわって作られているんだなと思った」「タイ
トルがすごく興味を引くように考えられているのがすごいと思った」
「新聞について知らなかったことを知れてよかった」などがあり、新
聞を身近に感じることができた２時間でした。 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

５月２５日（水）マックスバリュ龍野店で、今年度も産
学連携事業の「Café はりま」がオープンしました。就業技
術科３年生７名の生徒が、今回は午前中のみの営業でした
が、昨年度のことを思い出しながら準備や接客、チラシ配
り、そしてコーヒーをドリップして淹れるなど、皆で協力
して店を運営することができました。それぞれが任された
係の仕事に責任を持ち、仕事内容をマニュアルで確認しな
がらすすめている姿に、改めて成長を感じました。Café は
りまは、生徒一人一人にとって深い学びの場となっていま
す。 
次回は、９月２１日（水）の予定です。生徒たちが淹れ

た美味しいコーヒーを飲みにぜひご来店ください。 

たつの市商工会議所様より、「たつの市ご当
地赤とんぼかるた」を３セットいただきまし
た。ありがとうございます。 
 このかるたは、市内の皆様から募集した読
み札で構成されていて、歴史や文化や伝統が
あるたつの市を身近に感じることができま
す。 
かるたをきっかけにして、たつの市をもっ

と知り、地域の魅力を再発見したいと思いま
す。大切に使わせていただきます。 

 

赤とんぼかるた寄贈 

魅力を再発見！ 

Café はりま～就業技術科～ 

NIE 推進事業 ２年目の取組み３年就業技術科 

 ５月２５日（水）から３１日（火）までの５日間、オー
プンスクール・学校説明会を実施しました。期間中、中学
生６８名、保護者・中学校の先生等１１９名の計１８７名
と多くの方に参加していただきました。 

オープンスクール・学校説明会 
 
場所：赤とんぼ広場ショッピグセンター 
時間：７月６日（水）１０時半～１４時 

７月７日（木）１０時～１３時半 

販売実習のお知らせ 

 今年も正門前の用水路へホタルを見に行きま
した。あいにく例年より数が少なく残念でした
が、ホタルを初めて見る舎生がいたり、そっと手
に取って観察したり、楽しい時間を過ごすこと
ができました。 

ホタル鑑賞会 寄宿舎 

１年野外活動 羅漢の里へ 
 ６月１７日（金）、１年生３６名が相生市にある「羅
漢の里」へ行き、野外活動を実施しました。新型コロ
ナウイルス感染予防対策と熱中症予防対策を徹底し、
アスレチック・広場・散策・室内・水遊びのグループ
の中から、午前と午後それぞれ希望したグループに分
かれて活動しました。 
 豊かな自然の中での様々な活動を通して、就業技術
科・普通科・総合ビジネス科の生徒がクラスの枠を超
えて、活動することができました。楽しい時間を共有
し友情を深め、社会生活で必要なルールやマナーを学
びました。これから学校生活を送る中で、集団行動を
意識していく機会となりました。 


